
方について等の考え方も明記さ
れています。 
 また、ガイドラインで示して
いる簡便な労働時間管理の方法
（管理モデル）を導入する場合
の労働時間の管理や、時間外労

働の上限規制の遵守、割増賃金

の支払いについても解説されて
います。 
 副業・兼業を認めている会社
は、ガイドラインとあわせて、改

訂されたガイドラインＱ＆Ａを
しっかり確認しておくとよいで
しょう。 
 
【参考】厚生労働省「副業・兼業
の促進に関するガイドラインＱ

＆Ａ」PDF 
https://www.mhlw.go.jp/content/1

1200000/000473062.pdf 

 

70歳就業時代の人事労務

管理に必要なもの 
 

◆65 歳以降の雇用・就業に向

けた現状と課題に関する調査 
独立行政法人労働政策研究・

研修機構では、2021 年６月に

「70 歳就業時代の展望と課題 
―企業の継続雇用体制と個人の

キャリアに関する実証分析―」
という報告書を公表しました。
65 歳以降の雇用・就業機会の拡

大に向けた人事労務管理を考え
る上で参考になるポイントがあ

ります。 
 

◆年齢に関わらない評価と賃

金制度が求められる 
70 歳までの就業確保を義務

化する政策がすすめられていま
すが、継続雇用が促進されると、
各企業は人件費負担を考慮し、
高年齢従業員の賃金や仕事内容
等を工夫する必要に迫られま
す。 

報告書では、（政策的には）「仮

に 65 歳以降の就業機会の更な
る拡大を目標とするなら、60 歳
前後で仕事内容や責任を変化さ
せる体制から、変化を伴わない

雇用継続のあり方へと変えてい
くことが重要である。」とし、効
果的なこととして、高年齢者に
対して「技能やノウハウの継承」
という役割を強調しすぎないこ
と、年齢に関わらず評価等に即

して賃金を決定していく制度を

導入することを挙げています。 
 

◆労働者個人の感じ方にも留

意が必要 
ただ一方で、60 代前半の労働

者個人の感じ方としては、60 歳
または定年到達前後で仕事が変

わらないことは、仕事や責任が
変わることに比べて、必ずしも

満足しているとはいえないとの
結果も出ています。60 歳や定年
という節目で気分一新し、新た
な学びや成長につなげたいとい

うのが、一般的な感情なのかも
しれません。 
 

◆従業員とのコミュニケーシ

ョンをとりつつ、自社の事情に

合った制度の検討を 
各企業の労務管理において

は、従業員の体力等への配慮や、

雇用・就業年齢がこれまでより

も上がることを見据えた、従業
員とのコミュニケーション促進
策が必要になると思われます。 
我が国は高齢化社会に向かっ

ていますし、いずれ誰もが高年
齢者になります。採用や賃金へ

の影響も考えながら、自社の事

情に合った、高年齢者の雇用維
持・確保方法を検討する必要が
あるでしょう。 
 

【参考】（独）労働政策研究・研
修機構「70 歳就業時代の展望と
課題」 
 

9月の税務と労務の手続期

限［提出先・納付先］ 
 

10 日 
○ 源泉徴収税額・住民税特別徴

収税額の納付［郵便局または
銀行］ 

○ 雇用保険被保険者資格取得
届の提出＜前月以降に採用

した労働者がいる場合＞ 

［公共職業安定所］ 
 

30 日 
○ 健保・厚年保険料の納付［郵

便局または銀行］ 
○ 健康保険印紙受払等報告書

の提出［年金事務所］ 
○ 労働保険印紙保険料納付・納

付計器使用状況報告書の提
出［公共職業安定所］ 

○ 外国人雇用状況の届出（雇用
保険の被保険者でない場合）
＜雇入れ・離職の翌月末日＞ 

［公共職業安定所］ 
 

 

 接種部位の痛みは、１回目・
２回目とも８～９割の人にみら
れました。赤くなったり腫れた

りした人は、２回目では２割程
度います。 

 痛み以外の反応は２回目のほ
うが頻度が高く、特に接種の翌

日に多くみられます。37.5 度
以上の発熱が約８割、頭痛は約

６割、全身の倦怠感が約８割と
なっています。 
 同社の結果については、年
齢・性別による違いには触れら
れていません。 
 

◆アストラゼネカ社のワクチ

ン接種後の体調の変化 
 ８月４日の厚生労働省の資料

によれば、８月下旬以降各都道
府県に少なくとも１カ所の接種
センターの設置をお願いする、
とされています（緊急事態宣言
対象自治体では８月中旬）。 

 主な副反応としては接種部位
の痛み、頭痛、関節や筋肉の痛

み、倦怠感、疲労、寒気、発熱
等を挙げ、臨床試験では１回目
のほうが２回目より高い頻度で

みられるとされています。ま
た、ごく稀に血栓症、毛細血管
漏出症候群、ギラン・バレー症
候群などを発症した例が、海外
で報告されているということで
す。 

 
【参考】生労働省「新型コロ 

ナワクチンの接種後の健康状況
調査」 

「副業・兼業の促進に関す

るガイドライン Q&A」の改

訂版が公表されました 
 

◆改訂の経緯 
 平成 30 年１月に厚生労働省
より「副業・兼業の促進に関す
るガイドライン」（以下、「ガイ
ドライン」という）が公表され
ました。このガイドラインの公
表にあたっては、補足資料とし

て「副業・兼業の促進に関する

ガイドライン（Ｑ＆Ａ）」（以下、
「ガイドラインＱ＆Ａ」という）

も作成されました。 
令和２年９月にガイドライン

は改定されていましたが、今年
７月、ガイドラインＱ＆Ａの改
訂版が公表されました。 
 

◆ガイドラインＱ＆Ａの改定

内容 
 このガイドラインＱ＆Ａは、
労働時間管理等、健康管理、労
災保険の給付について９個のＱ

＆Ａで構成されていましたが、
改訂版では 28 個に増え、より
具体的かつ網羅的に解説されて
います。 

 特に、実務上疑問の声が多い
労働時間管理については、自社
と副業先で従事する業務に適用

される労働時間制度が異なる場
合（変形労働時間制、裁量労働

制、フレックスタイム制など）
における通算の考え方や、法定

休日、１週間単位での通算の仕

メーカー別新型コロナワク

チン接種後の体調変化 
 

◆ワクチン接種後の体調への

影響は？ 
 新型コロナワクチンの接種で
は、様々な副反応が起こること
が知られています。 

現在接種が認められている３
社のうち、厚生労働省は、ファ
イザー社、武田／モデルナ社の

ワクチンについて、先行接種後
に起こった副反応を約１カ月間
調査した結果を８月４日に公表
しています。 

 

◆ファイザー社のワクチン接

種後の体調の変化 
 接種部位の痛みは、１回目・
２回目とも９割の人にみられま

した。赤くなったり腫れたりし
た人も、１割強います。 
 痛み以外は２回目のほうが頻
度が高く、37.5度以上の発熱は

20～30 歳代では約半数にみ
られます。頭痛は、１回目はほ
ぼすべての世代で２～３割、２

回目は 20～50 歳代で５～６
割にみられます。全身の倦怠感

も同様で、２回目は 20～50 歳
代で７～８割の方にみられま

す。痛み以外の反応は、男性よ
り女性の頻度がやや高い傾向に

あります。 
 

◆武田／モデルナ社のワクチ 

ン接種後の体調の変化 
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